
第3章京都大学北部構内BD33 区の発掘調査

浜崎一志千葉豊

1 調査の経過と遺跡、の概要

本調査区は北白川扇状地の西端，京都大学北部構内の中央やや南よりに位置し，北白川

、追分町遺跡のほぼ中央にあたる（図版 1-180 ，図11) 。ここに農学部校舎の新営が計画さ

れたため，これまでの発掘調査の成果を勘案 L ，新営予定地全域の発掘調査を実施するこ

とになった。北白川追分町遺跡は，上終町遺跡，別当町遺跡，小倉町遺跡とともに，北白

川扇状地に形成された遺跡のひとつである。本調査区周辺では， 123 地点で縄文中期の竪

穴住居跡を， 125 地点では縄文中期～晩期の河JI Iを， ll地点では縄文後期の婆棺墓と配石

墓を検出している。 56 ・135 地点では北白川扇状地内の徴高地の北西斜面と低湿地の埋没

図11 調査区と周辺のおもな調査地点縮尺1/5000
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京都大学北部構内 R D33 区の発府調査

林を発掘し，出土した多量の動植物遺体から，縄文晩期を中心とずる自然環境の復原を試

みた。このほか， M 地点では弥生中期の方形周蒋墓を発見している。

また，歴史時代の遺跡としては， 8 地点で平安後期～鎌倉初頭の瓦j留め， 54 地点で鎌倉

時代の火葬塚， 125 地点で平安末期～江戸後期の水田跡を検出 L ている（図11 ，表 4)o

発掘調査を実施した結果，歴史時代の遺構は農学部1日本館の基礎による撹乱のため著し

く破壊されていることが判明したが，縄文晩期の遺構と包含層i土良好な状態で遺存L てお

り，北白川追分町遺跡を知るうえで貴重な資料を得ることができた。

2 層 位

本調査区の現地表は，盛土によりほぼ平坦に造成され，標高は約65. 5m を測るc 遺物包

含層l土地表下約4.5m まで達しており，北部構内から本部・教養部構内にかけて通有の鍵

層である黄色砂（第8 層 弥生前期末～中期初頭）をはさんで，上下で堆積の状況が異なる。

上層群は青灰色土（第2 層），灰褐色土（第3層〉，茶褐色土（第4 層），黄色砂混り賠褐色土

（第 5層），暗褐色砂質土（第 6層） ' IT<.. 褐色砂質土（第 7層〉からなり，下層群に比Lて有機

物を多く含む（図12 ）。

江戸後期の遺物を含む青灰色土と近世初頭の遺物を含む灰褐色土は， X=2086 付近で南

から北に段状に下がり，棚田があったことを示す。段状に下がった部分には土留めがおこ

なわれており，杭の痕跡が残る。杭は鉛直方向だけではなく，斜めにも打ち込まれてい

た。 125 地点でも北に下がる棚田を検出しており，近世の本調査区一帯は南から北に下が

る棚田のひろがる景観が復原できる。以下に平安後期～鎌倉時代の遺物を含む茶褐色土，

平安中期～後期の黄色砂混り暗褐色土，平安中期の灰褐色砂質土が黄色砂上面までつづく。

64 m 

62m 

1 表 土 6 暗褐色砂質土 11 黄白色シルト 14 黒褐色粘質土
2 青灰色土 7 灰褐色砂質土 12 i炎茶褐色砂質土 15 茶褐色粘質土
3 灰褐色土 8 黄 色 砂 13 i炎褐色粘質土 16 白色砂磯
4 茶褐色土 9 B音茶褐色土 。 10m 
5 黄色砂混り日音褐色土 10 白色砂

図12 調査区東壁の層位縮尺1/180
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同位

これらの上層群は農学部旧本館の基礎により，その大部分が撹乱されており，この時期の

遺構はほとんど検出できなかった。

黄色砂の上面ば， X=209.S 付近で南から北に向かつて約O. 9m 下がる。黄色砂の上国は

北隣の12.S 地点のX=2108 付近で立ち上がり，本調査区の北端部から 12.S 地点の南半部に谷

地形のあったことが判明した。

厚さ約 1 mを測る黄色砂の下に堆積している下層群は，弥生土器と長原式と船橋式を含

む暗茶褐色土（第9 層），黄白色シノレト（第11層），滋賀里町式の土器を含む淡茶褐色砂質土

（第12 層），淡褐色粘質土（第13 層），縄文前期～後期の土器を含む黒褐色粘質土（第14 層〉，

茶褐色粘質土（第1.5 層）からなるc 白色砂際（第16 層）は無遺物であった。調査区の北部では，

黒褐色粘質土を切り込む河JI! SR Iの南の端を検出した。 12.S 地点では，蛇行する S RI 

の北の端を検出しており，扇状地上の流路の状況を知ることができた。

3 ；皇構

本調査区では，上層群の遺構はその大部分を農学部の旧本館の基礎で撹乱されており，

へー
ー－ X=2100

SK3 
-X=2090 

一一 X=2080

。 15m 

図13 縄文晩期の遺構縮尺］／300
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京都大学北部構内 B D33 区発掘調査

断片的に棚田と，土留めの柱穴を検出したにとどまった。下層群では土坑 S K3 ～ S K6 

の4基と河川 S R Iを検出した（図版6 ・7 ，図13 ～15 ）。

河川 S Rl は調査区の東北端で検出した。 S Rl は南東から北西にむかつて流れ， 125

地点で検出した S R H こつづく。検出面からの深さは約 1 m ，幅（土125 地点の S Rl とあ

わせて約 5 mを測る。 S Rl は， 125 地点で北東から南西へと流れのむきをかえ，扇状地

上を蛇行していたことが判明している。

SK3i 工暗茶褐色土の直下で検出 Lt こ。不整形な円形をなし，東西1. 8m ，南北の検出長

1.6m ，検出面からの深さO. 2m を測る。小児頭大の石からなる集石をともない，縄文晩期

後葉の平底の土器の底部が l点だけ出土した。

SK4 は淡褐色砂質土層の中で検出した。平面は楕円形を呈し，東西1. 9m，南北の検出

長2.4m ，検出面からの深さはo. 1 m を測る。 S K4 からは， 口綾部を欠く縄文晩期の壷
(ill61) がおしつぶされた状態でまとまって出土した。

SK5 

SK6 
X=2082 

？ 

。 2 rn 

図14 土坑 S K5 ・S K 6  縮尺1/50
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京都大学北部構内BD33区の発掘調査

図16 縄文前期の土器（III 1～IIl3大歳山式），縄文中期の土器（III4船元 I式， IIl5 船元 E式，
IIl6 塁木E式， III7～IIl23 北白JIIc式〉縮尺1/3
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遺物

て141
15 cm 

図17 縄文後郊の土綴（孤24 ～盟41 ゴヒ自)II上隣式） 綜尺J/3
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京都大学北部構内 B D33 区の発掘調査

ill4 ～ill23 は中期の土器。 ill 4i 主口頭部がキャリパー形を呈する深鉢。幅17mm を測る I幅

広のC字爪形文を口頭部には波状に，胴上部には横位に浅く，密に施文している。中期初

頭，船元 I式に属する。 msは口縁部直下に 2条の沈線を横走させ，沈線聞に右下がりの

刻みを加えている。船元 H式。 ill6 は撚糸文を地文にもつ深鉢の胴部。中期後葉，里木E

式。皿 7～ill23 は中期末葉，北白JII C 式に窟する深鉢。器種の分類に関しては，泉拓良の

分類〔泉l討， 85 ］によった。 ill7 ～E11 • ill 13 ～E 15 は口縁下に口縁部文様帯を配する深

鉢A 類。 ill7 ～E1m 土口縁部と胴部を隆帯で区画する深鉢A l類， E11 • ill 13 ～ill 15 は口

縁部と胴部の境に横位に連弧文をめぐらせる深鉢A4 類である。 illl2 は口縁部が屈曲し，

突起状山形口縁をもっ深鉢C 類。胴上部に隆帯で渦巻区画文を描き，区画内には多条沈線

を充填している。口縁部も同様の文様配置をとるものと思われる。 ill 16 ～ill20 は深鉢A ～

C 類の胴部。 ill21 ～ill23 （土地文に縄文のみをもっ深鉢D 類。皿21 ば口唇にも縄文を加えて

し、る。

国24 ～ill41 は後期前棄の土器。 ill25 ～ill28 は，縁帯文土器。 ill24 （土口唇を内側に肥厚さ

せ，主文様部が突起状となる。主文様に渦巻文と弧線文を描き，従文様に長方形区画文を

描いて， L R 縄文を充填している。頭部は外反し，頚胴部の境には数条の沈線がめぐる o

ill25i 土屈曲した口縁部に沈線を 2条横走させ， L R 縄文を充填してし、る。 ill26 は内折した

短い口縁部に 1条の沈線がめぐり，関東の堀之内 l式に通じる特徴をもっO ill27 ～ill34 は

胴部資料。 ill27 は条線文を垂下させる。皿28 は地文に L R 縄文を施してから沈線を 3～ 5

条垂下させる。 ill29 ～ill34 は胴部に縄文のみを加えた土器で，頚胴部の境に界線として沈

線を加える ill29 ～ill31 と加えない皿32 ～ill34 がある。 ill35 ～ill40i 土無文深鉢。 ill35 は外面

二枚貝による調整痕を残L ，ロ縁部に半円形のえぐり込みを有するc ill36 は口縁部内面に

断面V 字形の刻みを有する。 ill411 土無文浅鉢。後期の土器のうち， ill24 ～ill26 ・ill28 は北

白川上層式 l期に属し，他の土器も北白川上層式としてとらえられよう。

以上，説明を加えた前期末葉～後期前葉の土器の大部分は，茶褐色粘質土および黒褐色

粕質土より出土しており，さらに上層からも少量出土していて，前期・中期・後期の土器

がそれぞれ層位的に区別される出土状態は示していなかった。晩期後葉の土器は淡褐色粘

質士以上で出土していて，それより下位の土層からは見つかっていないので茶褐色粘質

土，黒褐色粘質土に関しては後期までの堆積層であることがわかる。

一方，晩期後葉の土器は，淡褐色粘質土から上位の層および S K3 ～S KS から出土し

ていて，後で述べるように，層位・遺構によって土器の様相に差異がある O
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縮尺1/5

ill42 ～ill60 はS KS 出土土器。 mssは頭部に 2条の横線をめぐらし，胴部に 3条 I単位

の沈線を曲線的に配する。後期前葉，北白川上層式 I期に属し，混入品と判断される。 E

SK5 出土縄文土器（1)(ll!42 ～lll50 滋賀塁N式）

ill57 を除いて刻みを加え口唇には，42 ～目44 • ill56 • ill57 は，凸帯をもたない無文深鉢。

ている。皿57 は内面に粘土帯の接合痕が明瞭に残る。 ill45 ～ill49 • ill58 • III59 は 1条刻目

口唇上にもすべて刻みを加えている。目47 は肩部に半裁竹管状工具による C凸帯文深鉢。

ill48 は同様の位置に半裁竹管状工具による沈線が横走する。刻字爪形文がめぐる。また，

みは箆状工具による D 字刻みが大多数だが， ill46 は凸帯上のみ指おさえによる刻みが施さ

れる。彊491 土口径17,8cm を測る，小型の深鉢である。目60ft 深鉢の頚胴部。頭部は撫で，

23 



京都大学北部構内 B D33 区の発掘調査
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15 cm 。
縮尺1/3SK5 出土縄文土器（3)(ill55 北白川上層式， ill56 ～ill60 滋賀里IV 式）図20

SKS 出土の深鉢の底部はこの 1伊jのみで1同部は削って仕上げている。 lll50 は深鉢底部。

口縁端ある。 lll51 ～亜日は口頭部が「く」字形に屈曲する浅鉢。 lll51 は口頭部が外反 L.

部は尖状を呈する。胴部は削って仕上げ，他は研磨する0 lll52 は口縁直下に，刻みのない

口縁端凸帯をめぐらせる。 lll53 は波状を呈し，上からみて波頂部が角ばって見える浅鉢。
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遺物

O 40 cm 

図21 S K  4出土の縄文土器縮尺1/8

部と肩部に断面三角形の凸帯をめぐ

らせ，口縁部内面にえぐり状の沈線

を施すO 全面，丁寧に研磨する。亜

日は刻みのない凸帯文を口縁部に貼

付けたボウル状を呈する浅鉢。体部

l主削って住上げる。

SK5 出土土器ば， IIl55 の明らか

な後期の混入品を除けば，密集した

出土状態を示しており，時期的な一

括性を検討する必要があろう。この

点については節を改めて詳論した

し、。

盟61 はS K4 出土土器。口縁部を

欠失する。残存器高56.8c 皿，胴部最

大径55.0cm を測り，胴部が張り出す大型の査である。胴部外面には削り痕を残し，頭部外

面は撫でて仕上げている。内面上半には，上下幅1.5 ～2cmの粘土帯の継目が明瞭に残って

いる。底部は，低いが明瞭な立ち上がりをもっ平底である。混和材として，角閃石を多量

に含む。大型の査は船橋式より顕著になる器種であり，本例l工船橋式～長原式の時間幅で

とらえることカミできょう。

IIl62 ～亜 102 は包含層出土土器。 IIl80 ～IIl82 は頭部が外反する無文深鉢で， 口唇上に刻

みを有する。滋賀里盟 b式の主体を占める深鉢であるが S K5 出土の一括資料からもうか

がえるように減賀里町式にまで残存すると考えてもよし、。 l条凸帯文深鉢と同一層｛立より

出土しており，また，滋賀里Eb式に特徴的な浅鉢がまったく出土していないことを考慮、

すれば，滋賀塁IV式に属する可能性が高いであろう。

国62 ～皿69 ・IIl83 ～盟95 は l条凸帯文深鉢。凸帯には箆状工兵によるD字， 0 字刻みが

施されるが， IIl64 は二枚兵， IIl67 は半裁竹管を用いた刻みが加えられている。口唇は面取

りする例が多いがIIl67 ・IIl69 は刻みを加えておらず，面取りも部分的で安定していなL、。

皿62 は凸帯が口縁端部の位置にあり，凸帯高が低いことも含めてやや異質である。凸帯以

外に文様を加える例が少数ある。皿66 は頭部に箆状工具による斜格子文，肩部に同じ工具

で沈線を横走させ，刻みを加えている。亜日は肩部に箆描きによる浅い沈線が横走する。
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京都大学北部構内 B D33 区の発掘調査
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縄文晩期の土器（1)C m 62 ～Ill71 滋賀皇N式） 縮尺J/5
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国23 縄文晩期の土器（2)(ill72 滋賀里W式， ill73 ～ill75 長原式， ill76 ・ill77 底部），

弥生前期の土器（ill78 • ill79 ）縮尺1/5

( 
ID79 

20cm 

底部まで、全体の形状のわかる例はないが， ffi71 のような丸底になるものが一般的であろう。

III70 は直線的に立ち上がる鉢。磨いて仕上げ、る。皿72 • III99 ～III 102 は口頭部が 1 くJ字

形に屈曲する浅鉢。 III72•III100は平日縁で刻みのない凸帯をロ縁直下にもつ。 m100は口

縁部内面にえぐりを加え，肩部に段を有する o III99 は波状口縁で，肩部にえぐるような沈

線が横走する。胴部外面は削り，他は研磨する o III 102 は内外面，丁寧に撫でて仕上げる。

これら l条凸帯丈深鉢および鉢・浅鉢は，ほぼ滋賀里町式に比定できる。ただし，口唇

をど刻まない深鉢はやや新しい様相であり，皿67 の肩部に 1条沈線をめぐらせる深鉢は， 2

条凸帯出現期に属すると考えられている〔泉89J 。また， III99 の波状口縁浅鉢はS K5 出土

のものと比較して肩部の凸帯が沈線に変化していて， 2 条凸帯出現期に属する伊丹市口酒

27 
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図25 縄文晩郊の土器（4)(IIl99 ～E 102 滋賀里1V 式）縮尺1/3

後~
ill104 illl05 

~ 

20cm 

図26 石鍛（ III 103 ）縮尺2/3 ，磨製石斧（ III 104 ），凹石CIII 10s, III 106 ），磨石CIII 107 ）縮尺］／4
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京都大学北部構内 B D33 区の発掘調査

井遺跡第 6次調査第 2 トレンチの資料中に類例が求められる〔浅岡88pp.136, 140 ］。

lll96Vi ，口縁直下と肩部に凸帯のつく深鉢。凸帯にはD 字刻みを施す。肩部で屈曲しな

し、形態ば長原式に類似するが，刻みの形状と口縁部凸帯の位置は船橋式に特徴的なもので

ある。］］［ 73 ～］］［ 75 ・lll97 • lII 98 は口縁端部と肩部に凸帯を有する深鉢で長原式に比定でき

る。 lll75 は凸帯貼付け前に，細密条痕で縦｛立に調整し，胴下半はさらに磨いている。京都

市高倉宮下層遺跡に，このような調整を施した類例がある〔京都文化財団88pp.87J 。］］［ 76

・皿77 は底部。］］［ 76 は丸底，］］［77 は平底の形態を呈する。

]][78 • ]][79 は弥生前期の土器。国78 （主査の口縁部で，内外部ともに磨いて仕上げる。口

縁部下端に明瞭な段をもっ0 lll79i 土婆で，内外面ともに磨いているc

以上，説明した縄文晩期，弥生前期の土器のうち，ほ賀里町式が淡褐色粘質土， i炎茶褐

色砂質土より出土しているのに対し，船橋式，長原式，弥生前期の土器は黄白色シルト，

暗茶褐色土より出土している。層位的なあり方では，滋賀里町式と船橋式・長原式・弥生

前期の 2つのまとまりに分離できる。このまとまりは，北隣の B E33 区の調査でもみとめ

られており〔泉・三宅86 〕，本調査区の北西約250 mに位置する B F31 区の調査でも，層位

的に，滋賀里盟 b 式・ j滋賀里町式と船橋式・長原式のまとまりに分かれる出土状況を示し

ている〔清水ほか 87] 。遺跡の継続性を考える上で，主主目すべき現象であろう。

出土した石器には石鍛，削器，磨製石斧，凹石，磨石，剥片，石核がある。皿 103 は石

嫌。サヌカイト製で基部を欠損する 0 ]][ 104 は定角式磨製石斧c 盟105 • ]][ 106 は凹石。 lII 106 

:'i SK 5 出土。国 1071 土磨石。両平坦面とも磨った痕跡を有する。

(2) 歴史時代の出土遺物（図版12 ，図27)

皿108 ～皿 119 は灰褐色砂質土出土の遺物である。盟 108 ～E110 は「てJ 字状口縁手法の

土師器皿。 E11 1・田 112 は緑粕陶器の椀で， E11 1は土師質，圃 112 は須恵質にそれぞれ焼

成されている。 E1131 土緑粕陶器のJill で見込みに陰刻による劃花文を施す。 E114•lllll5 

ば土師器聾。］］［ 115 は口径約27cm を測る大型の奮。E 116 は土師器の高台付きの鉢。理 117 は

須恵器の円面硯。瑚部に箆で縦方向の沈線を加えている。 lllll8•lll119は黒色土器の聾。

ともに口縁部内面には箆磨きを施す。円面硯をのぞき，いずれも 10 世紀ごろの遺物と考え

られる。

lII 120 ～E 125 は黄色砂混りの茶褐色土出土の遺物である。 E120 ～lII 123 は「て」字状口

縁手法の土師器皿。 llll24•llll25は土師器の杯。 E 124 は口縁端部を小さく外に折り曲げ

る。これらは，いずれも 10 世紀ごろの遺物と考えられる。
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図27 灰褐色砂質土出土遺物（ III 108 ～E 110 ・III114 ～国 116 土師器， E Ill ～E 113 緑粕陶器，
III 117 須恵器， III 11s ・III119 黒色土器），黄色砂混り暗褐色土出土遺物（ III 120 ～E 125 土
師器〉，茶褐色土出土遺物（ III 126 ～E 129 土師器， E 130 白滋）

ill 126～亜 130は茶褐色土出土の遺物である。 illl26•illl27は 2 段撫で素縁手法の調整を

施す土師器血。 ill 127 は口縁部がやや外反する。 ill 128 は 2 段撫でつまみ手法の土師器皿o

III 129 は 2 段撫で素縁手法の土師器小皿。盟 130 は白磁椀。口縁は外面下端の横撫でにより

外反する。外国下半部は露胎で，削りの痕を残す。以上の遺物は 12 世紀のものである。
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京都大学北部構内 B D33 区の発掘調査

5 SK 5 /1'1 土縄文土誌の編年的位置づけ

前節で＝述べたように. S K5 から出土した土器は，狭い範囲から密集して発見さわしてお

り，一括性が高く，時期的限定性の高い資料であると判断される。ここでは，個々の土器

の特徴や系譜等，さらに詳しく検討し，本土器群の位置づけについて考察したし、。

無文深鉢は阿部が外反し，胴部がやや膨らむ形態をとる。皿57 を除いて口唇にも刻みを

加えている。外面の調整手法は，頭部では撫でが多く，胴部では削りが主体をしめる（表

l〕。工具を変えるかあるいは調整の方向を変えて，頭部と胴部を区別している。こうし

た特徴をもっ深鉢は滋賀里盟 b式の主体をしめる器種であるが，滋賀里1V 式の基準資料と

考えられる東大限市鬼塚遺跡中・下層出土土器〔泉86 b Jにも存在しているc 次に述べる，

i法賀里町式の I条凸帯文深鉢と共存していると考えても問題はないであろう。滋賀里 lllb

式段階では，内面，頚胴部の境に明瞭な稜が形成されるのに対し，本資料ではなだらかに

移行している点が細かな差異として指摘でき，年代的変化が予測される。

l条凸帯文深鉢l土出土土器の主体をしめる器種で，屈曲する肩部を有し，口縁部よりや

や下がった位置に刻目凸帝文を施すものである。滋賀里1V 式の主要な器種であるc 凸帯上

および口唇上にはすべて刻みを有する。凸帯の刻みの形態l土表2 のとおりである。なお，

凸帯の刻みの分類l土，家根祥多の分類〔泉ほか 85J によった。すべて a l型に属 L, D 字，

O 字刻みが多い。特殊なものとして， lll46 は指でねじるように刻んでいる。また， lll45 が

工具に二枚貝を使用しているほかは箆状工具を用いている。外面の調整は，頭部では撫で

がやや多いが，二枚貝とほぼ桔抗しており，胴部では削りが多く，撫でもみられる（表 1）。

頭胴部は調整手法を変えるのが原則である。まずこ，肩部に半裁竹管状工具を用いて， lII47 

はC 字爪形文，皿54 ：土横走沈線を施す。爪形文は瀬戸内地方の原下層式や前池式に特徴的

表 l 深鉢外面の調整手法（個体数）

調整手法｜ 頚 部 ｜ 胸 部

器 種 ｜ 撫で削り二枚貝 i 撫で削り二枚貝
無文深鉢

1 条凸帯深鉢

4 

5 0 3 

表 2 凸帯の分類（個体数）

実！J 目

4 0 

2 5 0 

深鉢A 類 D 小D V O V 特殊
凸帯 a 1 

4 (50%) 0 (0 %) 3 (37 目5%) 0 ( 0 %) 1 (12.5%) 

32 

表 3 S K 5 の器種組成

個体数

i采無文 i架鉢 6 (33.3%) 

鉢 1 条凸帯深鉢 8 (44.3%) 

ノj、 言十 14(77.6%) 

波状口縁方形i主鉢 1 ( 5.6%) 
浅平ロ緑凸帯浅鉢 1 ( 5.6%) 

鉢平口緑浅鉢 1 ( 5.6%) 

ボウル形凸帯浅鉢 1 ( 5.6%) 

小 言十 4 (22ι% ） 

計 18(100%) 



SK5 出土縄文土器の編年的位置づけ

な文様要素であり，横走沈線は爪形文の退化形態と推定することもできる。

浅鉢は，口頭部が比較的長く，肩部で屈曲するものとボウル形の単純な形態のものがあ

るカ礼、ずれも諒賀里W式の浅鉢としてとらえられるものである。前者は3点出土して，そ

れぞれ細部の形状を異にする。皿.53 はいわゆる波状口縁方形浅鉢である。方形浅鉢は，長

頚の鍵形波状口縁浅鉢にその祖型を求め，形状の変化から数段階の変遷が型式学的にとら

えられている〔泉89 〕。鍵形口縁を残す段階，屈曲部が凸帯に変化した段階，凸帯が沈線に

変化した典型的な方形浅鉢の段階，方形を呈さなくなる段階と大きくその変遷をとらえれ

ば，本資料はその第2 段階とすることができる。 III52 の平口縁で凸帯のつく浅鉢も同様に

長頚の鍵形口縁の浅鉢からの系譜でとらえられしよう。凸帯の形状はIII52 • III54 が断面蒲鉾

形で， III59 は三角形を呈している。皿53の凸帯が断面三角なのは口縁の屈曲部が凸帯に転

化したためと理解できる。凸帯のつかない長頚浅鉢は， i滋賀呈Eb式の長頚浅鉢から直接

的な系譜で、たどられよう。

深鉢の底部と思われるものが I点出土している。わずかに上方へ立ち上がり，外｛頃する

平底を呈する。外面は縦方向の削りの後，軽く撫でており，内面は撫でて仕上げている。

底部は滋賀里町式まて、丸底で、それ以降，平底が 2 条凸帯の出現とともに九州地方からの影

響によって出現してくるととらえられており〔家根81 ・84 〕，共伴とすればもっとも古い例

となる。混入の可能性も含めて，類例の増加をまって再考したいと考える。

出土土器の器種組成は表3のとおりである。量的にやや少ないという問題は残るが，こ

れはごく短期間に使用された土器のセットを反映したものとも想定される。深鉢と浅鉢の

比が 3対 l と4対 lの間を示し，この割合は西日本の縄文中期末以降の組成比と考えられ

ている値であり〔泉86 bJ ，伝統的な器種組成を保っていることをみてとれる。

以上， S K5 出土の土器について，細部の特徴についてふれながら，年代や系譜等の問

題について若干言及してきた。平底底部の存在など一括性にやや疑問を残す要素も存在す

るが，ほぼ滋賀里町式に属する時間的限定性の高い資料であると評価できょう。

滋賀里町式をめぐっては，その後半段階あるいは時賀里町式と船橋式の間に位置づけら

れる時期として，近年，「口酒井期」が設定されている〔泉86 a Jo 「口酒井期」には少量で

はあるものの既に 2条凸帯が出現しており，方形浅鉢も凸帯が沈線に変化した，さきの分

類の第 3段階のものであり，また，凸帯のつかない無文深鉢が消滅していることなど， S

K5 出土資料とは様相が大きく異なり，「口酒井期」は S K5 よりも新しい段階のものと

みとめることができる。
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京都大学北部構内 B D33 区の発掘調査

一方，滋賀里町式の前半の基準資料としては東大阪市鬼塚遺跡中・下層出土土器が指摘

されている〔泉86 b J。鬼塚遺跡中・下層資料と S K5 出土資料はよく似た構成を示してお

り，近似した年代が想定される。ただし詳細vこ検討すると，鬼塚遺跡中・下層では S K5 

iこない鍵形口縁短珂浅鉢があること，波状口縁浅鉢は鍵形口縁を呈すること，深鉢では，

口唇や凸帯上に刻みを有さないものが一定量あること，肩部がシャープに折れ曲がり，稜

を形成すること，頭部調整の二枚貝が少ないこと，あるいは爪形文の位置が S K5 では胴

部上端なのに対して，頭部下端の位置を占めることなど細かな点、では様相を異にしている

ことがわかる。こうした様相の差異が年代差なのか，あるいは地域差・系統差を反映して

いるのかは，慎重な検討を要する問題であるが鬼塚遺跡中・下層にある鍵形口縁短頚浅鉢

が滋賀呈Eb式の系譜をひく古い様相を有していることや鬼塚遺跡中・下層の波状口縁浅

鉢はさきの分類の第 l段階， S K5 のものは第 2段階に属することを重視すれば， S K5 

出土土器は鬼塚遺跡中・下層出土土器よりもやや新しい様相を示していると推定すること

ができょう。ただし， S K5 出土土器は量的にやや少ない点や一括性の厳密な検討等，問

題を残しているので，ここでは法賀里町式の前半期が年代的にさらに細かくとらえらる可

能性があることを指摘するにとどめ，今後に対する問題提起としておきたし、。

以上， S K5 出土土器から派生する問題についてふれた。すでに，土器の様相について

みたように，そしてまた， この段階に稲作の波及が想定されているように〔泉86 a〕，「口

酒井期」は大きな変革の開始期であり，土器の変化という点では 2条凸帯の出現をもって，

それ以前と大きく区別することができる。 2 条凸帯出現前段階に位置づけ‘ることができる

SK5 出土土器は，稲作をはじめとした新しい要素が西方より流入L ，土器も大きく変容

していく古前段階の，縄文的器種組成をよく保持した姿として理解することができるであ

ろう。

6 小 売吉

本調査区を含む北白川追分町縄文遺跡は，過去数次にわたる発掘調査によって，地点に

よって検出される遺構の種類や時期が異なっていることが明らかになりつつある（函l1）。

中期の遺跡としては 123 地点の竪穴住居跡〔清水84 ］，後期のものとしては ll地点の護棺

・配石墓〔中村74 b］，晩期のものとしては16 地点の集石墓〔吉野l討＇ 77 ］などがある。この

ほか， 125 地点て、ば晩期の河川｜〔泉・三宅86 ］を，また， 56 地点では晩期に埋没した，北白

J 11 扇状地の微高地北西斜面と，西に広がる後背湿地を検出した。後背湿地を埋める泥炭質
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土からは， トチ，カシ，グルミなどの堅果類が多量に出土しており， 56 地点のあたりが食

料採集のひとつの場であったと考えられている〔京大埋文研85 〕。このような調査の結果か

ら，徴高地上を邑居や墓地に利用 L ，周辺を食料採集の場などに利用していたことが遺跡

のひろがりの中でとらえられつつある。

本調査区の S K5 からは，多量の土器が出土し，その東側において同じ検出面で焼土坑

SK6 を検出したこととあわせて，晩期後葉， j銀賀里町式期にはここで生活が営まれてし、

たことをうかがわせる。また，滋賀里町式土器の分布は調査区の南半にかたよっており，

この時期の遺跡の中心はやや南よりにあったものと推定される。

また， S K4 からは晩期後葉，船橋式～長原式に属する口縁部を欠く大型の査が I（国体

のみ出土した。胎土に角閃石を多量に含む，いわゆる生駒西麓産の土器の特徴を有してい

る。 S K4 は墓などのある特殊な性格をもった遺構で、ある可能性があるc

今回の調査で出土した遺物は縄文晩期後葉の土器が主体をしめている。 S K5 出土土器

は，すでに述べたように滋賀里町式の編年細分を進めるうえで重要な資料となろう。また，

それ以外にも縄文晩期後葉の良好な土器や弥生前期のもっとも古い特徴を有する土器など

がみつかっており，京都盆地東部における縄文から弥生への変遷を明らかにするうえでの

新たな資料とすることができる。

縄文晩期の土器に関して，立命館大学の家根祥多氏，古代撃協舎の南博史氏，岡山県古

代吉備文化財センターの平井勝氏より有益なご教示をいただいた。末筆ながら，お礼申し

上げます。
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